
実施設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

川内大代線

板野郡松茂町中喜来～鳴門市大津町段関（大正橋）

徳島県土整備事務所　鳴門支所

17/

図面名

Ｒ８鳴土　川内大代線（大正橋）松・中喜来～
鳴・大津段関　橋梁修繕工事
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舗装打換工(部分補修)

補修一般図

図示 1
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下部工正面図 S=1:50

A1橋台・A2橋台

P1橋脚～P3橋脚

※(  )はA2橋台を示す。

※補修なし

下部工補修工

断面修復工

表面含浸工

大正橋　補修一般図

桁長　5140
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駐車場

Co

県道220号川内大代線

As

E:キタノ4NX1

R

　標識

 HPφ300

 HPφ300

2.39 

2.42 

1.87

0.87 1.22

2.09

7.50

1.86

1.85

0.66

(1.50)

2.24

1.72

(1.37)

1.81

(1.35)

T-1

T-2
1.61

1.84

2.06

2.35

-0.50
-0.39-0.78-1.20 -1.17 -1.14 -0.99-1.15-0.98-0.65

0.70
0.04 -0.27

1.61

2.06

2.05

1:0.
35

1
:0
.3
5

桁長　5140

橋　長　20130

1010桁長　516010桁長　484010桁長　494010

至 松茂町
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As As
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平面図 S=1:100

側面図 S=1:100

A1 A2P1 P2 P3

N

(2.000)

(1.992)

至 川内町

至 川内町至 松茂町

大谷川

橋面工:断面修復工、舗装打換工、橋梁用高欄

上部工:断面修復工、表面含浸工、水切り設置工

橋面工:断面修復工、舗装打換工

上部工:断面修復工、表面含浸工、水切り設置工

水切り設置

水切り設置

下部工補修工

断面修復工

表面含浸工

下部工補修工

断面修復工

表面含浸工

下部工補修工

断面修復工

表面含浸工

水切り設置

水切り設置



実施設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳島県土整備事務所　鳴門支所

/

図面名

大正橋 上部工補修図(その1)
S=1:30

橋面A1-P1
図面表示

凡    例

補修の種類

断面修復工

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合

　等の確認ののち施工箇所を決定すること。

A1 P1

側面図(下流側)

平面図

側面図(上流側)

P1
0.10×0.60

断面修復工

測点 寸法(m) 面積(m2)

0.10 × 0.60 0.060P1

合計 0.060 m2

上部工補修図(その1)

1:30 2

川内大代線

板野郡松茂町中喜来～鳴門市大津町段関（大正橋）
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Ｒ８鳴土　川内大代線（大正橋）松・中喜来～
鳴・大津段関　橋梁修繕工事



実施設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳島県土整備事務所　鳴門支所

/

図面名

大正橋 上部工補修図(その2)
S=1:30

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合

　等の確認ののち施工箇所を決定すること。

橋面P1-P2

P1 P2

側面図(下流側)

平面図

側面図(上流側)

※補修なし

上部工補修図(その2)

1:30 3

川内大代線

板野郡松茂町中喜来～鳴門市大津町段関（大正橋）

17

Ｒ８鳴土　川内大代線（大正橋）松・中喜来～
鳴・大津段関　橋梁修繕工事



実施設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳島県土整備事務所　鳴門支所

/

図面名

大正橋 上部工補修図(その3)
S=1:30

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合

　等の確認ののち施工箇所を決定すること。

橋面P2-P3

P2 P3

側面図(下流側)

平面図

側面図(上流側)

上部工補修図(その3)

1:30 4

※補修なし

川内大代線

板野郡松茂町中喜来～鳴門市大津町段関(大正橋)

17

Ｒ８鳴土　川内大代線（大正橋）松・中喜来～
鳴・大津段関　橋梁修繕工事



実施設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳島県土整備事務所　鳴門支所

/

図面名

大正橋 上部工補修図(その4)
S=1:30

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合

　等の確認ののち施工箇所を決定すること。

橋面P3-A2

A2P3

側面図(下流側)

平面図

側面図(上流側)

上部工補修図(その4)

1:30 5

※補修なし

川内大代線

板野郡松茂町中喜来～鳴門市大津町段関(大正橋)

17

Ｒ８鳴土　川内大代線（大正橋）松・中喜来～
鳴・大津段関　橋梁修繕工事



実施設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳島県土整備事務所　鳴門支所

/

図面名

大正橋 上部工補修図(その5)

S=1:30

図面表示

凡    例

補修の種類

断面修復工

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合

　等の確認ののち施工箇所を決定すること。

P1
0.10×0.30

P3
0.10×1.05

P2
0.10×0.60

P5
0.25×0.30

P4
0.10×0.10

P6
0.35×0.25

P16
0.50×1.25

P7
0.45×0.25

P11
1.00×0.30

P22
0.80×1.20

P15
0.35×0.70

P24
0.40×1.00

P21
0.60×0.30

P20
1.35×0.15

P8
0.15×0.25

P9～10
0.10×0.25

P13
0.25×0.30

P12
0.30×0.20

P14
0.50×0.45

P17
0.30×0.20

P18
0.20×0.20

P19
0.35×0.10

P23
0.45×0.30

P25
0.10×0.20

桁下A1-P1

側面図(下流側)

平面図

側面図(上流側)

A1 P1

上側

下側

下側

上側
断面修復工

P1 0.10 × 0.30 0.030

P21 0.60 × 0.30 0.180

P2 0.10 × 0.60 0.060

P22 0.80 × 1.20 0.960

P3 0.10 × 1.05 0.105

P23 0.45 × 0.30 0.135

P4 0.10 × 0.10 0.010

P24 0.40 × 1.00 0.400

P5 0.25 × 0.30 0.075

P25 0.10 × 0.20 0.020

P6 0.35 × 0.25 0.088

P7 0.45 × 0.25 0.113

P8 0.15 × 0.25 0.038

P9 0.10 × 0.25 0.025

P10 0.10 × 0.25 0.025

P11 1.00 × 0.30 0.300

P12 0.30 × 0.20 0.060

P13 0.25 × 0.30 0.075

P14 0.50 × 0.45 0.225

P15 0.35 × 0.70 0.245

P16 0.50 × 1.25 0.625

P17 0.30 × 0.20 0.060

P18 0.20 × 0.20 0.040

P19 0.35 × 0.10 0.035

P20 1.35 × 0.15 0.203

合計 4.132 m2

測点 寸法(m) 面積(m2)

水切り詳細図 S=1:1

水切り

1
5

25

エポキシ樹脂系接着剤

水切り設置

25×15(L=4050)

水切り設置

25×15(L=4050)

水切り設置

25×15

水切り設置

25×15

上部工補修図(その5)

図示 6

川内大代線

板野郡松茂町中喜来～鳴門市大津町段関（大正橋）
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Ｒ８鳴土　川内大代線（大正橋）松・中喜来～
鳴・大津段関　橋梁修繕工事



実施設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳島県土整備事務所　鳴門支所

/

図面名

大正橋 上部工補修図(その6)
図面表示

凡    例

補修の種類

断面修復工

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合

　等の確認ののち施工箇所を決定すること。

P1 P2

P1
0.10×0.50

P2
0.50×0.65

P4
0.25×0.30

P12～13
0.20×0.30

P3
0.30×0.10

P5
0.30×0.50

P7
0.45×1.45

P6
0.25×0.25

P8
0.60×0.20

P9
0.30×0.55

P10
0.50×0.35

P11
0.20×0.20

P14
0.45×0.40

P15
0.15×0.20

P16
0.40×0.25

P18
0.65×1.55

P17
0.35×0.70

P19
0.15×0.45

桁下P1-P2

P1 P2

側面図(下流側)

平面図

側面図(上流側)

下側

上側

上側

下側

断面修復工

P1 0.10 × 0.50 0.050

P2 0.50 × 0.65 0.325

P3 0.30 × 0.10 0.030

P4 0.25 × 0.30 0.075

P5 0.30 × 0.50 0.150

P6 0.25 × 0.25 0.063

P7 0.45 × 1.45 0.653

P8 0.60 × 0.20 0.120

P9 0.30 × 0.55 0.165

P10 0.50 × 0.35 0.175

P11 0.20 × 0.20 0.040

P12 0.20 × 0.30 0.060

P13 0.20 × 0.30 0.060

P14 0.45 × 0.40 0.180

P15 0.15 × 0.20 0.030

P16 0.40 × 0.25 0.100

P17 0.35 × 0.70 0.245

P18 0.65 × 1.55 1.008

P19 0.15 × 0.45 0.068

合計 3.597 m2

測点 寸法(m) 面積(m2)

水切り設置

25×15(L=4110)

水切り設置

25×15(L=4000)

水切り詳細図 S=1:1

水切り

1
5

25

エポキシ樹脂系接着剤

水切り設置

25×15

水切り設置

25×15

上部工補修図(その6)

図示 7

S=1:30

川内大代線

板野郡松茂町中喜来～鳴門市大津町段関（大正橋）

17

Ｒ８鳴土　川内大代線（大正橋）松・中喜来～
鳴・大津段関　橋梁修繕工事



実施設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳島県土整備事務所　鳴門支所

/

図面名

大正橋 上部工補修図(その7)
図面表示

凡    例

補修の種類

断面修復工

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合

　等の確認ののち施工箇所を決定すること。

P1
0.15×0.20

P2
0.45×0.90

P4
0.40×0.65

P3
0.20×0.50

P5
0.15×0.30

P6
0.20×0.50

P7
0.10×0.05

桁下P2-P3

P2 P3

側面図(下流側)

平面図

側面図(上流側)

下側

上側

上側

下側

断面修復工

P1 0.15 × 0.20 0.030

P2 0.45 × 0.90 0.405

P3 0.20 × 0.50 0.100

P4 0.40 × 0.65 0.260

P5 0.15 × 0.30 0.045

P6 0.20 × 0.50 0.100

P7 0.10 × 0.05 0.005

合計 0.945 m2

測点 寸法(m) 面積(m2)

水切り設置

25×15(L=4320)

水切り設置

25×15(L=4430)

水切り詳細図 S=1:1

水切り

1
5

25

エポキシ樹脂系接着剤

水切り設置

25×15

水切り設置

25×15

上部工補修図(その7)

図示 8

S=1:30

川内大代線

板野郡松茂町中喜来～鳴門市大津町段関（大正橋）
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実施設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳島県土整備事務所　鳴門支所

/

図面名

大正橋 上部工補修図(その8)
図面表示

凡    例

補修の種類

断面修復工

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合

　等の確認ののち施工箇所を決定すること。

P3 A2

P3
0.30×0.60

P4
0.10×0.50

P1
0.30×0.40

P2
0.10×0.40

P5
0.10×0.05

P6
0.10×0.10

桁下P3-A2

A2P3

側面図(下流側)

平面図

側面図(上流側)

下側

上側

上側

下側

断面修復工

P1 0.30 × 0.40 0.120

P2 0.10 × 0.40 0.040

P3 0.30 × 0.60 0.180

P4 0.10 × 0.50 0.050

P5 0.10 × 0.05 0.005

P6 0.10 × 0.10 0.010

合計 0.405 m2

測点 寸法(m) 面積(m2)

水切り設置

25×15(L=4250)

水切り設置

25×15(L=4250)

水切り詳細図 S=1:1

水切り

1
5

25

エポキシ樹脂系接着剤

水切り設置

25×15

水切り設置

25×15

上部工補修図(その8)

図示 9

S=1:30

川内大代線

板野郡松茂町中喜来～鳴門市大津町段関（大正橋）
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Ｒ８鳴土　川内大代線（大正橋）松・中喜来～
鳴・大津段関　橋梁修繕工事



実施設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳島県土整備事務所　鳴門支所

/

図面名 上部工補修図(その9)

図示 10

川内大代線

板野郡松茂町中喜来～鳴門市大津町段関（大正橋）

17

Ｒ８鳴土　川内大代線（大正橋）松・中喜来
鳴・段関　橋梁修繕工事

大正橋 上部工補修図(その9)

表面含浸工
図面表示

凡    例

補修の種類

表面含浸工

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合

　等の確認ののち施工箇所を決定すること。

10 桁長　4940 10 桁長　4840 10 桁長　5160 10 桁長　5140 10

橋　長　20130

4
10
0

300 3600 300

4200

4100

4
50 4

53 4 5
3

表面含浸工範囲

L=5.006m

490 800 800 800 490

平面図 S=1:50

標準断面図 S=1:30

A1 A2P1 P2 P3



表面含浸工

含浸材上塗り

含浸材下塗り

下地処理

既設コンクリート

（シラン・シロキサン系表面含浸材)

設計施工指針(案)(第5章 施工P38～)に準拠する。

１.（社）土木学会 コンクリートライブラリー表面保護工法 

※　　注

３　上塗り：含浸材上塗

４　養生

２　下塗り：含浸材下塗

１　下地処理および清掃工

※　施工手順

※

（※ １回塗りの場合は省略）

断面修復工

（ポリマーセメントモルタル）

※　　注

１．劣化、不良コンクリートのはつりは、健全部に損傷をあたえないよう周囲

２．使用材料

する。

に深さ1cm程度コンクリートカッターにより切断目地を入れ、入念に施工

断面修復材

[工法別マニュアル編] 平成17年土木学会」に示す断面修復材の規格を満足

するものとする。

無収縮ポリマーセメントモルタルとし、「表面保護工法 設計施工指針(案)

※　施工手順

１　カッター切断

２　コンクリートはつり

４　鉄筋防錆処理

５　プライマー塗布

６　断面修復材こて塗り

３　下地処理

1
0

カッター切断

ポリマーセメント系断面修復材こて塗り

プライマー塗布

既設鉄筋下地処理の上、防錆処理

下地処理

３．塗り重ねについては一層あたり30mmを目安とする。

要求性能 設計及び施工条件

圧縮強度 プレストレストコンクリート　50N/mm2

鉄筋コンクリート　　　　　　24N/mm2

躯体コンクリートと一体となること

（1.0N/mm2以上）付着強度

力 学 的 性 能

無筋コンクリート　　　　　　18N/mm2

躯体コンクリートと同等な強度特性を有すること

設計基準強度以上

大正橋　補修標準図

実施設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳島県土整備事務所　鳴門支所

/

図面名 補修標準図

- 11

川内大代線

板野郡松茂町中喜来～鳴門市大津町段関（大正橋）
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実施設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

縮尺 図面番号

会社名

事業者名 徳島県土整備事務所　鳴門支所

/

図面名

300 3600 300

4200

標準断面図 S=1:30

80 80

4
0

コンクリート舗装t=40mm

橋面補修図

図示 12

川内大代線

板野郡松茂町中喜来～鳴門市大津町段関（大正橋）

17

Ｒ８鳴土　川内大代線（大正橋）松・中喜来～
鳴・大津段関　橋梁修繕工事

大正橋 橋面補修図

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合

　等の確認ののち施工箇所を決定すること。

10 桁長　4940 10 桁長　4840 10 桁長　5160 10 桁長　5140 10

橋　長　20130

4
20
0

平面図 S=1:50

A1 A2P1 P2 P3

図面表示

凡    例

補修の種類

断面修復工

舗装工

P1
0.50×0.20

P2
1.00×1.00

P3
1.00×1.00 P4

1.70×0.90

P5
1.00×0.80

P6
0.40×1.30

P7
0.80×1.20

P8
0.80×1.35

P9
2.10×1.30

500

3
0
0

3
60
0

30
0

3
60
0

舗装打換工

(アスファルト舗装)

Co As

舗装補修

断面修復工

測点 寸法(m) 面積(m2)

P1 0.50 × 0.20 0.100

P2 1.00 × 1.00 1.000

P3 1.00 × 1.00 1.000

P4 1.70 × 0.90 1.530

P5 1.00 × 0.80 0.800

P6 0.40 × 1.30 0.520

P7 0.80 × 1.20 0.960

P8 0.80 × 1.35 1.080

P9 2.10 × 1.30 2.730

合計 9.720 m2

舗装構成図 S=1:5

現況舗装 計画舗装

40

密粒度アスコン(20)

（床版）

アスファルト舗装アスファルト舗装コンクリート舗装

(橋梁部) (A2橋台背面部)

40
(
推
定
)

40コンクリート舗装

(橋梁部) (A2橋台背面部)

（床版）

部分補修



大正橋　高欄補修一般図

桁長　5140

橋　長　20130

1010桁長　516010桁長　484010桁長　494010

1:0.
35

1
:0
.3
5

至 松茂町

DL=-5.000

As As

平面図 S=1:100

側面図 S=1:100

A1 A2P1 P2 P3

至 川内町

上部工:高欄兼用車両防護柵(C種) L=39.92m,地覆打換工 L=40.16m

工事名

路線名等

工事箇所

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

川内大代線

板野郡松茂町中喜来～鳴門市大津町段関(大正橋)

徳島県土整備事務所　鳴門支所

17/

図面名

Ｒ８鳴土　川内大代線（大正橋）　松・中喜来～
鳴・大津段関　橋梁修繕工事

大正橋　高欄補修一般図

図示 13

駐車場

Co

県道220号川内大代線

As

E:キタノ4NX1

R

　標識

 HPφ300

 HPφ300

2.39 

2.42 

1.87

0.87 1.22

2.09
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0.66

(1.50)

2.24
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(1.35)
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2.35
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36
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A1 A2P1 P2 P3

(1.90)

41
00

N

(2.000)

(1.992)

至 川内町至 松茂町

大谷川

地覆打換工延長

地覆打換工延長

地覆打換工延長

地覆打換工延長

大正橋

橋　　　　　格

橋　　　　　長

幅　　　　　員

斜　　　　　角

施　工

形　式

上 部 工

下 部 工

2等橋(T-9)復元設計による推定

 20.13m (道路中心線上)

  3.60m (車道：有効幅員)

86°02′37″～ 88°04′29″

RC床版橋

重力式橋台、パイルベント橋脚

施　工　年　度 昭和37年(1962年)

4927 10 4784 10 5222 10 5135

4954 10 4907 10 5086 10 5146

88°04′
2
9
″

87°42′
3
0
″

86°02′
3
7
″

87°53′
5
3
″

87
°44′

5
7
″

4951 10 4898 10 5096 10 5145

4929 10 4793 10 5212 10 5136

10 桁長　4940 10 桁長　4840 10 桁長　5160 10 桁長　5140 10

橋　長　20130

上部工:高欄兼用車両防護柵(C種) L=39.92m,地覆打換工 L=40.16m

L=
0.
5m

袖
ビ
ー
ム
設
置

50
0
77
0
50
0

L=
1.
77
m

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
(G
r-
C-
2B
)

L=3
.80

(支
柱2本

含む)

既設ガードレール撤去

L=0.75m

護岸コンクリート撤去

目地材 t=10mm 目地材 t=10mm 目地材 t=10mm

目地材 t=10mm 目地材 t=10mm 目地材 t=10mm

上部工断面図 S=1:30

上 流 側下 流 側

2
5
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3
5
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0
0

1
1
00

300

85
0 3
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1
9
0

40

2
5
0

3
5
0

6
0
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1
1
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300

85
03
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1
9
0

40

地覆打換工

ガードレール

(笠木、ビームパイプ付、C種)

3600

ガードレール

(笠木、ビームパイプ付、C種)

37
0

2
5
0

37
0

2
5
0

9 9

33
0
40

既設コンクリート舗装 t=40mm
地覆打換工

291 291

既設地覆高欄撤去 既設地覆高欄撤去

22080220 80



大正橋 地覆補修詳細図

ガードレール詳細図(護岸部) S=1:20

Gr-C-2B

2
50

60
0

W

250以上

削孔φ150 モルタル充填

護岸コンクリート撤去詳細図

断面 2-2

S=1:20

断面 1-1

(既設護岸)
(既設護岸)

護岸コンクリート撤去

A=0.32m2
護岸コンクリート撤去

A=0.13m2

200 540

5
7
0

53
0

(既設護岸)
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工事箇所

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

川内大代線

板野郡松茂町中喜来～鳴門市大津町段関(大正橋)

徳島県土整備事務所　鳴門支所
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図面名

Ｒ８鳴土　川内大代線（大正橋）　松・中喜来～
鳴・大津段関　橋梁修繕工事

大正橋 地覆補修詳細図

図示 14

駐車場

Co

県道220号川内大代線
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E:キタノ4NX1

R

　標識

 HPφ300

 HPφ300

2.39 

2.42 
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0.66
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A1 A2P1 P2 P3

(1.90)
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平面図 S=1:100

N

(2.000)

(1.992)

至 川内町至 松茂町

大谷川

As

地覆打換工延長

地覆打換工延長

地覆打換工延長

地覆打換工延長

4927 10 4784 10 5222 10 5135

4954 10 4907 10 5086 10 5146
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4951 10 4898 10 5096 10 5145

4929 10 4793 10 5212 10 5136

10 桁長　4940 10 桁長　4840 10 桁長　5160 10 桁長　5140 10

橋　長　20130

上部工:高欄兼用車両防護柵(C種) L=39.92m,地覆打換工 L=40.16m
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L=0.75m
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目地材 t=10mm 目地材 t=10mm 目地材 t=10mm

目地材 t=10mm 目地材 t=10mm 目地材 t=10mm

1
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22080220 80

上部工断面図 S=1:30

上 流 側下 流 側

S=1:30S=1:30
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地覆打換工

ガードレール

(笠木、ビームパイプ付、C種)

3600

ガードレール

(笠木、ビームパイプ付、C種)

3
70

2
50

3
70

2
50

9 9

3
3
0
4
0

既設コンクリート舗装 t=40mm
地覆打換工

291 291

(既設床版)

40
8
0

45
0

8
00

300

既設高欄撤去

既設地覆撤去

3
30

1
2
0

(既設床版) 33
0
40

3
7
0

291

地覆撤去時断面

既設地覆断面

(既設床版) (既設床版)

"a"部

注記

1."a"部について、施工時に面木等を当てて型枠の隙間を埋めるものとする。

(既設床版)

目地材詳細図 施工時断面図

目地材 t=10mm

300

25
0
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図面名

Ｒ８鳴土　川内大代線（大正橋）　松・中喜来～
鳴・大津段関　橋梁修繕工事

図示

大正橋 地覆配筋図(その1)

15

大正橋 地覆配筋図(その1)

平 面 図

断 面 図

S=1:50

S=1:50

側 面 図(1-1) S=1:50

側 面 図(2-2) S=1:50

至 川内町至 松茂町

As As

A1 A2P1 P2 P3

4927 10 4784 10 5222 10 5135

As As

A1 A2P1 P2 P3

4954 10 4907 10 5086 10 5146

111
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18x250=4500 212
100
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125.5

19x250=4750 125.5
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17x250=4250 161
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既設コンクリート舗装 t=40mm

削孔径 φ26x160
充填材 エポキシ樹脂

G
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G  
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D13

1
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6
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注記）
1.アンカー鉄筋が既設床版の鉄筋もしくは高欄アンカーに干渉した場合は、適
  宜位置をずらして対処すること。
2.既設地覆鉄筋は切断処理とするが、切断位置は、打換え地覆の鉄筋組み立て
  に支障のない高さとし、ずれ止め筋として利用する。

1.0015(斜比)
1.0002(斜比) 1.0002(斜比)
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計画断面図 S=1:20
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工事名

路線名等

工事箇所

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

川内大代線

板野郡松茂町中喜来～鳴門市大津町段関(大正橋)

徳島県土整備事務所　鳴門支所
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図面名

Ｒ８鳴土　川内大代線（大正橋）　松・中喜来～
鳴・大津段関　橋梁修繕工事

図示

大正橋 地覆配筋図(その2)

16

大正橋 地覆配筋図(その2)

材 料 規 格

コンクリート

鉄　筋 SD345

σck=24 N/mm2

S=1:50

鉄筋加工図

注記）
1.アンカー鉄筋が既設床版の鉄筋もしくは高欄アンカーに干渉した場合は、適
  宜位置をずらして対処すること。
2.既設地覆鉄筋は切断処理とするが、切断位置は、打換え地覆の鉄筋組み立て
  に支障のない高さとし、ずれ止め筋として利用する。

4749

G 3 2-D13 X 4750

4573

G 4 2-D13 X 4580

5002

G 6 2-D13 X 5010

4931

G 8 2-D13 X 4940

4724

G 2 2-D13 X 4730

4687

G 5 2-D13 X 4690

4876

G 7 2-D13 X 4880

4941

G 9 2-D13 X 4950

178

3
6
8

G 1 334-D16 X 510

鉄筋質量表(SD345)
種 別 径 長  さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘  要

G 1 D16 510 334 1.56 0.80 267

G 2 D13 4730 2 0.995 4.71 9

G 3 D13 4750 2 0.995 4.73 9

G 4 D13 4580 2 0.995 4.56 9

G 5 D13 4690 2 0.995 4.67 9

G 6 D13 5010 2 0.995 4.98 10

G 7 D13 4880 2 0.995 4.86 10

G 8 D13 4940 2 0.995 4.92 10

G 9 D13 4950 2 0.995 4.93 10

343

合　計 D16 267 kg

D13 76 kg

総質量 343 kg



割 付 図 S=1:50

注記

塗装仕様とし詳細は下記に準じる。

1.下地処理

　JIS G 3302「溶融亜鉛メッキ鋼板および鋼帯」Z27(275g/m2以上)

2.塗装

　熱硬化性アクリル樹脂系塗料、熱硬化性ポリエステル樹脂系塗料

　またはこれと同等以上の塗料を使用し、塗膜厚は20μm以上。

　色調は「白」を計画するが、施工時に発注者と協議を行い決

　定のこと。

S=1:5

上部工断面図 S=1:30
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既設コンクリート舗装 t=40mm
地覆打換工
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大正橋 高欄詳細図
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注記

1.割付寸法は支柱建て位置中心実長を示す。

2.<>内数字は，支柱製作勾配を示す。

3.地覆工事完了後、現地実測によって再度割付及び支柱製作勾配を調整すること。
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 ブラケット詳細図  ビームパイプ接続部詳細図 
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支柱・ベースプレート詳細 S=1:20

部 品 図 S=1:20
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注記

1.笠木伸縮継手部は、参考に記載している。
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至 川内町至 松茂町

工事名

路線名等

工事箇所

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

川内大代線

板野郡松茂町中喜来～鳴門市大津町段関(大正橋)

徳島県土整備事務所　鳴門支所

17/

図面名

Ｒ８鳴土　川内大代線（大正橋）松・中喜来～
鳴・大津段関　橋梁修繕工事

大正橋 高欄詳細図
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